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       平成31年6月25日発行  日本の息吹（兵庫県版）第212号                            
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   《 4月25日以降の日本会議兵庫関連団体の主な催物 》              
○７月７日(日) １３時半 女性の会教育講演会（生田神社/荒谷卓氏「サムライ精神を復活せよ！～君民一体の國 日本～」） 

○7月15日(月・祝)午後 日本会議兵庫県本部総会記念講演会（ホテルニューアワジプラザ淡路島/山田蓉氏（元掌典次長）） 

 

《
「
拉

致

問

題
」
「
憲

法

改

正
」
全
国
一
斉
街
頭
活
動
に
支

援
協
力
を
行
う
》 

令
和
元
年
六
月
二
日
、
「
拉
致
問
題
解

決
」
、
「
憲
法
改
正
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

自
民
党
青
年
局
の
全
国
一
斉
街
頭
活
動
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
参
議
院
選
挙

を
前
に
、
停
滞
す
る
憲
法
審
査
会
の
状
況

を
多
く
の
国
民
に
訴
え
る
た
め
、
美
し
い

日
本
の
憲
法
を
つ
く
る
県
民
の
会
も
支

援
、
協
力
を
行
っ
た
。 

平
成
一
四
年
一
〇
月
の
拉
致
被
害
者
五
名

が
帰
国
し
た
時
刻
一
四
時
三
三
分
に
合
わ

せ
て
、
神
戸
大
丸
前
、
三
宮
そ
ご
う
前
に

総
勢
約
二
〇
名
が
集
ま
り
、
街
宣
、
冊
子

お
よ
び
チ
ラ
シ
配
布
を
行
っ
た
。
冊
子
は

政
府
拉
致
問
題
対
策
本
部
発
行
の
「
北
朝

鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題
」
（
二
三

頁
）
、
チ
ラ
シ
は
憲
法
を
つ
く
る
国
民
の

会
の
開
か
れ
な
い
憲
法
審
査
会
の
実
情
を

訴
え
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
四
種
類
を
各
二

〇
〇
枚
程
を
用
意
し
た
。 



 

弁
士
に
は
、
衆
議
院
議
員
の
盛
山
正
仁

氏
、
県
会
議
員
の
原
吉
三
氏
、
長
瀬
た
け
し

氏
他
神
戸
市
会
議
員
、
明
石
市
議
会
議
員
ら

が
次
々
に
街
宣
車
に
上
が
り
、
街
行
く
人
々

に
、
有
本
恵
子
さ
ん
や
横
田
め
ぐ
み
さ
ん
な

ど
警
察
庁
公
表
の
八
八
三
名
も
の
拉
致
被
害

者
の
救
出
を
訴
え
、
ま
た
、
一
部
の
政
党
に

よ
り
審
議
拒
否
を
さ
れ
、
進
ま
な
い
憲
法
調

査
会
の
実
情
を
等
を
口
々
に
訴
え
た
。 

 

多
く
の
人
々
が
避
け
る
よ
う
に
急
ぎ
通
り

過
ぎ
る
中
に
も
時
折
、
励
ま
し
の
声
を
か
け

て
下
さ
る
方
々
も
お
ら
れ
、
二
か
所
、
約
二

時
間
に
わ
た
り
、
冊
子
、
チ
ラ
シ
は
ほ
ぼ
配

布
し
終
え
た
。 

 
 
 
 
 

（
市
橋
記
） 

 

《 

会
員
必
読
の
書
紹
介 

》 

１
『
太

平

洋

戦

争

の

大

嘘
』  

 
 
 
 
 

藤
井
厳
喜
著
（DIRE

CT

） 

２
『
フ
ー
バ
ー
大
統
領
が
明
か
す 

 

日
米
戦
争
の
真
実 

 
 
 

 
 

米
国
民
を
も
騙
し
た
謀
略
』 

 
 

藤
井
・
稲
村
・
茂
木
共
著 

 
 

加
瀬
英
明
編
（
勉
誠
社
） 

３
『
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
米
国
民
を
裏
切 

 

り
日
本
を
戦
争
に
引
き
ず
り
込
ん

だ
』 

青
柳
武
彦
著
（
ハ
ー
ト
出
版
） 

４
『
知
っ
て
は
い
け
な
い
現
代
史
の
正

体
』 

馬
淵
睦
夫
著
（
Ｓ
Ｂ
新
書
） 

５
『
日
本
は
誰
と
戦
っ
た
の
か 

コ

ミ
ン
テ
ル
ン
の
秘
密
工
作
を
追
求

す
る
ア
メ
リ
カ
』 

 

江
崎
道
朗
著
（
ワ
ニ
ブ
ッ
ク
ス
） 

６
『
日
本
占
領
と
「
敗
戦
革
命
」
の

危
機
』 

江
崎
道
朗
著
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
） 

７
『
裏
切
ら
れ
た
自
由
【
上
】

【
下
】
』 

 
 

ハ
ー
バ
ー
ト
・
フ
ー
バ
ー
著 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
草
思
社
） 

 

大
東
亜
戦
争
（
第
二
次
世
界
大

戦
）
に
お
け
る
真
の
戦
争
犯
罪
者
が

Ｆ
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
で
あ
る
と
決
定

づ
け
る
書
。 

 

１
と
２
は
、
第
一
級
の
史
料
に
基

づ
い
た
Ｈ
・
フ
ー
バ
ー
（
第
三
一
代

ア
メ
リ
カ
大
統
領
）
に
よ
る
Ｆ
・

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
批
判
。
３
は
Ｈ
・

フ
ィ
ッ
シ
ュ
（
米
国
共
和
党
元
党

首
）
に
よ
る
Ｆ
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
批

判
。
こ
れ
ら
三
冊
は
、
大
東
亜
戦
争

は
共
産
主
義
者
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
、

日
本
の
共
産
化
と
中
国
に
お
け
る
日

本
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
横
取
り
す
る
為

に
、
ア
メ
リ
カ
国
民
や
議
会
を
騙
し

て
始
め
た
日
本
破
壊
の
た
め
の
戦
争

で
あ
る
と
断
言
し
て
い
る
。 

。
４
は
金
融
面
か
ら
考
察
し
た
戦
争

の
原
因
と
真
の
黒
幕
。 

 

５
と
６
は
、
戦
争
前
後
を
通
し
て

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
工
作
を
、
主
に
米

国
側
資
料
等
に
基
づ
き
解
説
。 

 

７
は
日
本
に
直
接
関
わ
り
の
あ
る

部
分
を
解
説
し
た
１
と
２
の
元
本
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
桒
原 

記
） 

   令和元年 6月25日発行  日本の息吹（兵庫県版） 第212号 


